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～今月の表紙～
７月２２日に小竹町中央公民館で
開催された障がい者通所事業所の
方々による作品展示・即売会の１
コマ。「いらっしゃいませ！」と声
をかけ、手作りのお菓子や雑貨な
どを来場者に販売しました。
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水
。
そ
れ
は
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
て
、
使
っ
た
水
は
排
水

溝
に
流
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
普
段
目
に
す
る
当
た

り
前
の
光
景
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
家
庭
で
使
っ
た
水
は
ど

こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

 

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。
こ
れ
を
機
に
今
回
は
下

水
道
の
こ
と
を
重
点
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
小竹町の下水道

下水道の仕組み
 家庭や工場から出る汚れた水は、汚水管で浄化セ
ンターに集められ、きれいな水にして川に流されま
す。いったいどのようにしてきれいな水になるので
しょうか。私たちが流した汚れた水が遠賀川中流浄
化センターに集められ、さまざまな工程を経てきれ
いになっていく様子を見てみましょう。

排水設備
 水洗便所、台所、風呂などか
ら汚れた水を流すために、個人
が設置する排水管などを排水設
備と呼びます。

公共ます
 町が設置、管理する汚れた水
の取り入れ口を公共ますと呼び
ます。

汚水管
 私たちが流す汚れた水を浄化
センターまで運ぶ管を汚水管と
呼びます。

中継ポンプ場
 汚水管によって運ばれた汚れ
た水をくみ上げ、スムーズに浄
化センターに送るための設備で
す。

 昭和３６年、著しく遅れ
ているわが国の下水道の全
国的な普及（当時の普及率：
６％）を図るため、「全国
下水道促進デー」として始
まりました。
 それから４０年。日本に
おける近代下水道の基であ
る「下水道法（当時は旧下
水道法）」が制定された明
治３３年から１００年を迎え
た平成１３年に、より親し
みのある名称として「下水
道の日」に変更されました。
 国や都道府県、市町村が
一体となって、より一層の
整備促進を図ったことによ
り、令和３年３月３１日現
在の全国の下水道普及率は
８０．１％まで上昇しました。
 「下水道の日」が９月１０
日と定められたのは、下水
道の大きな役割のひとつで
ある「雨水の排除」を念頭
に、立春から数えて２１０日
（暦において台風に注意す
べき時期）を過ぎた２２０
日が適当であるとされたこ
とによります。
 毎年「下水道の日」の前
後は、全国各地の下水処理
場でさまざまな下水道に関
するイベントが開催されて
います。

下水道の日とは？ 小竹町の下水道整備状況
（令和４年３月３１日現在）

▶�全体計画区域 下水道事業を行う
ために策定された基本計画（全体
計画）で示されている区域。
▶�事業計画区域 都市計画法に基づ
き県知事から公共下水道事業の認
可を受けた区域。
▶�整備区域 すでに整備が完了して
いる区域。

主な幹線

流域下水道幹線

ポンプ場
（流域下水道）

全体計画区域

事業計画区域

整備区域

Ｐ
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点

描

点

描

町長の動き
—７月１１日から８月１２日まで—

 

今
の
社
会
に
お
い
て
、
２
０
４
０
年
問
題
と
呼
ば
れ
る

課
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
だ
結

果
、
２
０
４
０
年
ご
ろ
に
は
労
働
力
が
不
足
し
、
現
在
の
半

数
の
公
務
員
で
自
治
体
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
態
に
ど
う
備
え
る
の
か
、
行
政

の
効
率
化
は
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
８
月
１
日
、
福

岡
県
市
町
村
職
員
研
修
所
で
開
催
さ
れ
た
市
町
村
長
特
別

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。「
Ｄ
Ｘ（
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）で
変
わ
る
自
治
体
業
務
」を
演

題
に
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
効
率
性
を
求

め
ら
れ
る
自
治
体
経
営
に
つ
い
て
、
稲
継
裕
昭
氏（
早
稲
田

大
学
教
授
）の
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。
主
な
内
容
は
、
今
後
、

自
治
体
に
お
い
て
も
20
代
か
ら
30
代
の
人
材
が
不
足
す
る

時
代
が
や
っ
て
く
る
が
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な
ど
の
導
入
に

よ
り
、
機
械
に
で
き
る
こ
と
は
機
械
に
任
せ
る
よ
う
な
業
務

の
あ
り
方
へ
変
革
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
戸
籍
事
務
の
Ａ
Ｉ
化
に
よ
り
熟
練
職
員
が
不
要
に
な
る

な
ど
、
低
レ
ベ
ル
の
知
的
作
業
は
す
べ
て
Ａ
Ｉ
に
、
人
か
ら

Ａ
Ｉ
へ
変
革
す
べ
き
業
務
は
限
り
な
く
あ
る
と
い
う
。
受
講

後
の
感
想
と
し
て
、
す
ご
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
予

感
し
た
。今
後
、Ｄ
Ｘ
で
自
治
体
に
何
が
起
こ
り
、ど
こ
へ
向

か
っ
て
行
く
の
か
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

７
月
６
日
、
町
職
員
が
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に

関
す
る
法
律
違
反
、
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
お
よ
び
同
供
用

の
容
疑
に
よ
り
、福
岡
県
警
に
逮
捕
さ
れ
た
。職
員
の
管
理
・

監
督
者
と
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
詫
び
し
た

い
。
事
件
の
概
要
は
、
他
の
職
員
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
を
不
正
に
使
用
し
、
役
場
内
の
人
事
情
報
な
ど
を
閲
覧
し

た
ほ
か
、
本
人
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
情
報
を
改
ざ
ん
し
た

と
い
う
も
の
。
興
味
本
位
で
他
の
職
員
の
情
報
を
盗
み
見
る

行
為
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
優
れ
た
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
以
上
、
不
正
に
そ
れ
を
利
用
す
る
人
が
生
ま
れ

る
の
は
必
然
か
も
知
れ
な
い
。
つ
い
出
来
心
で
不
正
を
犯
す

Ｄ
Ｘ
に
危
う
さ
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｘ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
著
名
な
学
者
が
提
唱
し
た「
情
報
技
術
と
豊
か
な

暮
ら
し
」と
い
う
概
念
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
定
義

に
照
ら
せ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
シ
ス
テ
ム
改
良
だ
け
の
Ｄ
Ｘ

は
、「
名
ば
か
り
の
Ｄ
Ｘ
」に
過
ぎ
な
い
の
で
は
。本
来
、働
く

人
も
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
価
値
を
受
け
取
る
人
も
、

お
互
い
を
幸
せ
に
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

手
段
が
目
的
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

町 長 コ ラ ム

小
竹
町
長

７月１１日 社会をあかるくする運動 町内

７月１２日

福岡県介護保険広域連合鞍手
支部運営委員会 宮若市役所

後期高齢者医療広域連合
運営調整会議 自治会館

７月１４日 福岡県国保連合会理事会 国保会館

７月１９日
ＣＩＯ補佐協議 町長室

ふくおか県央環境広域施設組合
臨時会 施設組合事務所

７月２０日 地域安全パトロール出発式 大会議室

７月２２日 全国基地協議会・防衛施設周辺整備
全国協議会定期総会 全国都市会館

７月２７日
直方税務署長来庁 町長室

遠賀川改修期成同盟会定期総会 遠賀川水辺館

７月２８日 直方・鞍手広域市町村圏事務組合
臨時議会 直方市役所

７月２９日 一般国道２００号建設促進期成会
要望活動 議員会館

８月 １日
庁議 災害対策室

市町村長特別セミナー 福岡県市町村職
員研修所

８月 ２日 町村会正副会長会、理事会 自治会館

８月 ３日 遠賀川中流流域下水道促進協議会
会計監査 町長室

８月 ４日 福岡県道路協会通常総会 福岡リーセント
ホテル

８月 ５日

臨時庁議 災害対策室

議会運営委員会 文教厚生委員会
室

議案説明会 議場

８月 ８日 臨時会 議場

８月 ９日

こころをつなごう！くらじっ子１３ 鞍手町中央公民
館

飯塚駐屯地第二施設群長交代の
あいさつ 町長室

決算審査講評 応接室

８月１０日 福岡県立小竹高等技術専門校長来庁 町長室

８月１２日 初盆参り 町内

事業名 支援内容 問い合わせ

自治会活動安全対策
事業

各自治会の会合時や災害時の一時避難所運営での感染症対策として、空気清浄機を購入しま
す。

企画調整課
コミュニティ支援係
☎６２－１２１４

ＱＲコード決済
サービス導入

町税支払い時の銀行等窓口での接触機会を軽減するため、ＱＲコード決済サービスを導入し
ます。

税務住民課税務係
☎６２－１２１６

新型コロナワクチン
接種協力金

小竹町が実施している新型コロナワクチンの接種にご協力いただいた医療機関に対し、協力
金を支給します。

健康増進課健康対策係
☎６２－１８６４

酪農業支援事業 新型コロナウイルス感染拡大に起因する酪農家の負担を軽減するため、酪農ヘルパー利用料
金の一部を支援します。

農政環境課農業振興係
☎６２－１１６７

修学旅行キャンセル等
支援事業

小学６年生および中学２年生を対象とした修学旅行において、新型コロナウイルス感染拡大
状況等により、急きょ旅行を中止した場合のキャンセル料等を町が負担し、保護者の負担軽
減を図ります。

教育課学校教育係
☎６２－１９６１

カウンセリング事業
コロナ禍におけるストレスが子どもたちの学校生活にも影響を及ぼしているため、子どもた
ちや保護者とのカウンセリングを行い、学校生活を送るうえで抱える問題を共有し、解決の
サポートを行います。

教育課学校教育係
☎６２－１９６１

準要保護世帯
オンライン通信費支援 オンライン学習環境を提供するため、支援の必要な家庭に対し、通信費を助成します。 教育課学校教育係

☎６２－１９６１

議会中継インターネット
配信事業

議会傍聴席や町内の放送箇所（小竹町中央公民館、小竹町立病院、小竹町総合福祉センター）
での３密回避のため、インターネットを活用し、議会中継を配信します。

議会事務局
☎６２－１９６７

事業名 支援内容 問い合わせ

地域応援商品券事業 事業者や町民を支援するため、商工会が実施する「地域ふれあい商品券」にプレミア率を上
乗せして販売します。

企画調整課商工観光係
☎６２－１２１４

ＰＣＲ検査等費用
助成金

町民を支援するため、町内の医療機関において、行政検査以外の費用が発生するＰＣＲ検査
等を受けた方に費用の一部（上限額：５千円）を助成します。

健康増進課健康対策係
☎６２－１８６４

畜産事業者飼料費助成 穀物等の高騰に直面する畜産家の安定的な営農活動を支援するため、配合飼料購入にかかる
費用の一部（上限額：５０万円）を助成します。

農政環境課農業振興係
☎６２－１１６７

学校給食費
負担軽減事業

物価高騰に直面する子育て世帯への支援として、９月から翌年３月末まで小・中学校給食費
を無償とします。

教育課学校給食係
☎６２－０３７３

こども園給食費
負担軽減事業

物価高騰に直面する子育て世帯への支援として、９月から翌年３月末までこども園給食費（給
食費相当分を含む）を免除します。

福祉課小竹こども園
☎６２－０１８７

広域入所等児童給食費
助成事業

物価高騰に直面する子育て世帯への支援として、町外の保育所、認定こども園、幼稚園等に
入所（園）する園児の９月から翌年３月末までの給食費相当分を助成します。

福祉課子育て支援係
☎６２－１２１９

高齢者タクシー券
交付事業

燃料価格・物価の高騰に直面する７５歳以上の方を支援するため、タクシー料金の一部を助
成します。

福祉課高齢者福祉係
☎６２－１２１９

小竹町水道事業支援金 家庭用の水道契約者に６か月分の基本料金相当（４，２００円）の支援金を給付します。 上下水道課水道事務係
☎６２－１９６０

燃料価格・物価高騰に対する緊急支援を実施します
※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

新型コロナウイルス感染症に関する
小竹町独自支援策
 令和４年度の新型コロナウイルス感染症に関する支援として、次の事業を実施します。詳細についてはお問
い合わせください。
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Town's topicsTown's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶企画調整課企画係☎６２－１２１４

学習支援 事 業 を 行 い ま し た
小 竹 町 放 課 後 児 童 ク ラ ブ

 夏休み期間中、町内３学童保育所に通う児童に対し
て、学習指導に優れた学習支援ボランティアが、夏休み
の宿題や課題、自習の指導を行いました。本事業では、
仕事が忙しく、十分に子どもの学習まで見てあげられ
ないと悩む保護者も多いことから、より充実した学習
活動を支援しています。
 約１時間の学習時間。子どもたちは、まず自分の力で
宿題や課題に取り組み、その後学習支援ボランティア
に添削してもらったり、分からないところを教えても
らいました。

防犯パトロールをしました！
小 竹 町 地 域 安 全 推 進 隊

 ７月２０日（水）、犯罪が起こりやすくなる時期であ
る夏休みが始まる前に、小竹町地域安全推進隊のみな
さんが小竹町内を巡回し、防犯を呼びかけました。
 安全・安心なまちづくりには、一人ひとりが防犯を心
がけ、「自分の身は自分で守る」という意識を持つこと
が大切です。また、地域で子ど
もたちの安全を見守ることや、
地域住民同士の声かけなどが
犯罪を未然に防止し、事件の早
期解決につながっていきます。

最優秀賞 を 受 賞 し ま し た ！
こ ど も の 交 通 安 全 大 会

 ７月１４日（木）、小学生の交通事故防止を図る『第
６０回こどもの交通安全大会（県などが主催）』が中間
市で開催され、学童交通安全運動実践優秀校として、小
竹北小学校が最優秀賞を受賞しました。
 この賞は、交通安全の確保に小学生が主体となって
活動し、教職員や保護者、地域の方も積極的に取り組ん
でいる小学校に贈られます。
 県内３小学校のみが最優秀賞に選ばれ、小竹北小学
校は７年連続の受賞となりました。

写真提供▶小竹北小学校写真提供▶小竹北小学校

交通安全 を 呼 び か け ま し た
夏 の 交 通 安 全 県 民 運 動

 夏の交通安全県民運動の実施に伴い、７月１１日
（月）、ＪＲ小竹駅で交通安全キャンペーンを行いまし
た。
 キャンペーンに参加した小竹交番員と地域安全活動
推進委員のみなさんが、小竹駅利用者や運転者に対し
て今年の運動の重点である①飲酒運転の撲滅、②子ど
もと高齢者の交通事故防止、③自
転車の安全利用の推進について、
安全運転を呼び掛けるビラ配布を
行いました。記事・写真提供▶小竹交番記事・写真提供▶小竹交番

あそ び の サ ー ク ル
『水風船で玉入れドッジボール大会』

 ７月１８日（月）、あそびのサークルの活動『水風船で
玉入れドッジボール大会』を行いました。約７０人が集
まり、大人も子どもも両手に水風船を持ち、相手に水風
船を当ててびしょぬれにするのか、的のバケツを狙っ
て得点を取りに行くのか、目をキラキラさせて活動を
楽しんでくれました。また、水風船の保管場所にしてい
た小さいプールの中ではしゃぐ子
どもたちの姿もありました。みんな
思い思いにこの暑い夏の思い出を
作ることができたようです。記事・写真提供▶あそびのサークル記事・写真提供▶あそびのサークル

人権講演 会 を 開 催 し ま し た

 ７月２２日（金）、小竹町人権講演会を小竹町中央公
民館で開催しました。講師の川口泰司さん（一般社団
法人山口県人権啓発センター事務局長）をお招きし、
『ネット人権侵害と部落差別の現実～全国水平社創立
１００年に問われていること～』をテーマに講演をして
いただきました。ネット上での暴き、さらされる被差別
部落の問題を中心に、無知・無理解・無関心・無自覚が差
別を生むこと、また、どの人権問題であっても、本人の
了承を得ずに他人に暴露することが重大な人権侵害で
あることを話していただきました。
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道路上に張り出している樹木等の伐採について
問建設課☎６２－１９００

建築限界の範囲

 

車
道
や
歩
道
に
樹
木
等
の

張
り
出
し
、
折
れ
木
・
落
枝

等
が
あ
る
場
合
、
交
通
障
害

を
引
き
起
こ
し
、
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
私
有
地
か

ら
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
等

は
、
土
地
所
有
者
に
所
有
権

が
あ
る
た
め
、
町
が
剪せ
ん
て
い定
・

伐
採
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
折
れ
木
・
落
枝
や
樹

木
等
の
張
り
出
し
が
原
因
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

土
地
所
有
者
が
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

道
路
に
は
、
通
行
の
安
全

確
保
の
た
め
に
「
建
築
限
界
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通

行
者
の
安
全
と
事
故
防
止
の

た
め
に
、
自
己
所
有
地
を
確

認
の
う
え
、
所
有
者
の
責
任

に
お
い
て
、
剪せ
ん
て
い定
・
伐
採
等
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆�建築限界とは（道路法第３０条・道路構造令第１２条）◆�建築限界とは（道路法第３０条・道路構造令第１２条）
 道路上の安全な通行を確保するため、車道の上空『４．５m』、歩道の上空『２．
５m』の範囲内に障害がある物を置いてはならないとしています。

私有地 車道 歩道 私有地

４．５m

２．５m

●�

第
一
次
試
験
日 

10
月
23

日（
日
）

●�

試
験
会
場 

小
竹
町
中
央

公
民
館（
小
竹
町
大
字
勝
野

１
７
５
７
番
地
）

●�

募
集
職
種 

一
般
事
務�

●�

採
用
人
員 

３
人
程
度

●�

受
験
資
格 

平
成
５
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
17
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
●�

申
込
書
等
配
布
期
間 

９

月
１
日（
木
）か
ら
９
月
30

日（
金
）ま
で
▼
土
日
祝
日

を
除
く
8
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で

※�

同
期
間
中
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※�

郵
便
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
書
等
配
布
場
所 

小

竹
町
役
場
総
務
課
人
事
係

窓
口（
本
館
２
階
）

●�

受
付
期
間 

９
月
１
日

（
木
）か
ら
９
月
30
日（
金
）

ま
で
▽
土
日
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で

※�

郵
送
の
場
合
は
９
月
30
日

（
金
）17
時
15
分
必
着
。

●�

受
付
場
所 

小
竹
町
役
場

令和４年度小竹町職員採用試験（令和５年４月１日採用）を行います
問総務課人事係☎６２－１２１２

総
務
課

●�

提
出
書
類

◇
申
込
書

◇
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

◇�

申
込
書
に
添
付
し
た
写
真

と
同
一
の
写
真
１
枚

●�

合
格
発
表

 

11
月
上
旬
頃
に
小
竹
町
役

場
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
合
格
者
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

●�

第
二
次
試
験
日 

12
月
上

旬
頃
予
定

※�

試
験
会
場
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

試
験
の
詳
細
は
、「
小
竹
町

職
員
採
用
試
験
案
内
」ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

土
木（
浄
水
）技
術
職
の

土
木（
浄
水
）技
術
職
の

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す

●�

採
用
予
定
人
数 

１
人

●�

受
付
期
間 

定
員
に
達

す
る
ま
で

※�

採
用
日
は
、
試
験
日
程
や

各
種
手
続
き
に
係
る
期

間
を
考
慮
し
、
別
途
調
整

し
ま
す
。

※�

受
験
資
格
等
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

九州各地より６４チーム集結！
小 竹 ガ ッ ツ

 ７月３０日（土）から３日間、小竹ガッツが所属する
竹友会少年野球連盟主催の第１６回嘉麻の里争奪九州
選抜野球大会が開催されました。
 小竹ガッツは、１回戦の中間南ドリームズを相手
に１０－０で勝利し、直後に行われた２回戦の上頓野
バットボーイズを相手に１８－０で勝利しました。こ
のまま２日目の３回戦勝利を目指しましたが、宮若ホ
ワイトファイターズに４－２で負けてしまいました。
６４チームの頂点には立てませんでしたが、猛暑の中、
選手たちは頑張りました。記事・写真提供▶小竹ガッツ記事・写真提供▶小竹ガッツ

行政功労表彰を受けられました

 ８月５日（金）、遠賀川水辺館で開催された令和４年
度国土交通行政功労表彰式において、南良津樋門の正
操作人である木原剛さん（南良津区）が、九州地方整備
局長表彰を受けられました。
 木原さんは南良津樋門の正操作人を２０年以上続け
られており、大雨の際は迅速かつ的確な操作により、何
度も水害を防いでこられました。その功績から、令和４
年７月２０日付けで行政功労表彰を受けられました。
 これからも引き続き操作業務にご精励いただきます
ようよろしくお願いします。

 １１月１２日（土）、１１月
１３日（日）に開催を予定して
いた『小竹町民まつり２０２２』
は、新型コロナウイルス感染
症の影響を踏まえ、中止する
ことといたしました。
問�小竹町民まつり２０２２実行
委員会事務局（小竹町役場企
画調整課内）
☎０９４９－６２－１２１４

お知らせ
●�申込み締切 １０月２８日（金）
●�申込み方法 申込書に必要事項を記入し、小竹町役場企画調整課商
工観光係（本館２階）窓口に提出してください。
※�申込書は企画調整課
商工観光係窓口に設
置しています。町ホー
ムページからもダウン
ロードできます。
問企画調整課商工観光係
☎０９４９－６２－１２１４

種類
サイズ
（縦×横）

価格
（税込）

ポケット判
≪黒・ワインレッド≫

１３５mm×
 ７３mm

５００円

標準判
≪黒・紺・ワインレッド・ブルー≫

１６２mm×
 ８４mm

６００円

ハンドブック判
≪黒≫

２１０mm×
１５０mm

１，０００円

２０２３年版福岡県民手帳の
申込みを受け付けています

※標準判の紺のみ横罫版、それ以外はカレンダー版です。

役 場 か ら の お 知 ら せ

…問い合わせ
  市外局番：０９４９
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マスク、手洗い、３密回避。大切な人を守るため。
      あなたの行動がすべてです。問健康増進課健康対策係☎６２－1８６４

本年度の本年度の
がん検診はがん検診は
お済みですか？お済みですか？
問健康増進課健康対策係問健康増進課健康対策係
☎６２☎６２－－１８６４１８６４

●今後の行事（９月、１０月）●
▶�内容によっては事前に予約が必要なものや対象者
が限られる場合があります。詳しくは健康増進課健
康対策係までお問い合わせください。
▶�ウォーキング教室には、上靴・水筒・タオルを持参し
てください。
▶�新型コロナウイルス感染症拡大の影響により延期
する場合は、対象者に個別連絡をします。

開催日 行事 受付時間 場所

 ９月２０日（火） １歳６か月児健診 １３：１５～
１３：４５ 小竹町役場

 ９月２２日（木）

ウォーキング教室  ９：４５～
１０：３０ 町民体育館 ９月２９日（木）

１０月 ６日（木）

１０月 ４日（火） 特定健診・基本健診・各種がん検診
 ８：３０～
１０：００ 町民体育館

小竹町のがん検診は、全町民（年齢指定あり）を
対象に実施しています。また、特定健診（国民

健康保険被保険者）、基本健診、後期高齢者健診を同
日に受けることができます。所要時間は１時間から
２時間です。
 がんは早期発見により治癒率がぐんと高くなりま
す。ぜひ小竹町の集団検診をご利用ください。初め
て受けられる方、検診の内容や受診方法が分からな
い方は健康増進課健康対策係までおたずねください。

検（健）診日 予約締切日 場所

１１月 １日（火）  ９月３０日（金）

総合福祉センター１１月２２日（火） １０月２１日（金）

１２月 ３日（土） １１月 ２日（水）

検（健）診項目 対象年齢 料金

結核検診 胸部レントゲンのみ ６５歳以上 無料

肺がん検診
胸部レントゲン撮影 １８歳以上 １００円

胸部レントゲン＋喀
かくたん

痰検査 該当者のみ ４００円

胃がん検診 胃透視（バリウム）

１８歳以上

４００円

子宮頸
けい

がん検診 細胞診検査 ３００円

大腸がん検診 便潜血検査 １００円

乳がん検診 乳腺レントゲン撮影（マンモグラフィー） ４０歳以上 ３００円

（Ｂ型・Ｃ型）肝炎ウ
イルス検診

血液検査 該当者のみ ２００円

骨粗しょう症検診 骨密度測定
４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０歳の
女性

２００円

特定健康診査

身体計測、検尿、血圧測定、血液検査、心
電図、医師診察、理学的検査、眼底検査

小竹町国民健康保険に加入している、４０歳
から７４歳の方

５００円基本健康診査
▶小竹町に在住の１８歳から３９歳の方
▶�４０歳以上で医療保険に加入していない方
（生活保護受給者）（※２）

後期高齢者健康診査
（※１）

小竹町在住の後期高齢者医療制度に加入し
ている方

集団検診の費用は
町の助成により約１割以下の料金で
受診することができます！

＜例＞胃がん検診
   （胃透視（バリウム）検査）費用

約８，０００円 － 約７，６００円 ＝ ４００円
  検診費      町の助成    自己負担金

※１ 後期高齢者健診で
は、貧血検査・心電図検
査・眼底検査は、医師が
必要と判断した方のみ実
施します。
※２ 生活保護受給者は
無料で受診できます。予
約時にお伝えください。

中央公民館中央公民館
だよりだより
中央公民館
だより
問小竹町中央公民館☎6２－０４５２

大人のおはなし会を開催しました
 ８月２日（火）に小竹町中央公民館で大人のおは
なし会を開催しました。
 今回は、直方市を拠点に活動されている「あずき
の会」をお招きし、本の語りとサックス、アルトリコー
ダーの演奏を行っていただきました。
 約９０分という限られた時間ではありましたが、ご
参加いただいた方から「とてもいいおはなし会でし
た」等、ご好評の声をたくさんいただきました。

約２０人の方にご参加いただきました。
次回の大人のおはなし会は１２月に予定しております。
広報紙等を通じて情報を発信していきますので、ぜひご参加ください。

片足の祖父、不登校に陥る甥、正義
感で過ちを犯したみのり。心に深傷
を負い、あきらめた人生に使命―タ
ラント―が宿る。

捨てないパン屋として評価される
田村陽至氏の人と思想を、食品ロス
の専門家として数多くの受賞を誇
り、食品ロス削減推進法成立の原動
力となった著者が活社する。

親が住む家、つまり自分にとっての
実家を相続したら、自分が住む、売
却する、人に貸す、のいずれかを選
択することになります。相続の基
本的な知識と、【住む】【売る】【活用
する】各パターンのステップや注意
点、必要な準備を紹介。

タラント
捨てないパン屋の挑戦
しあわせのレシピ

負動産にしないための
実家の終活

角
田
光
代 

著

中
央
公
論
新
社

井
出
留
美 

著

あ
か
ね
書
房

小
島
一
茂 

著

同
文
舘
出
版

問
小
竹
町
中
央
公
民
館
図
書
閲
覧
室

問
小
竹
町
中
央
公
民
館
図
書
閲
覧
室
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４
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０
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お
知
ら
せ小竹町公式ホームページの図書室情報を発信するコーナー

「読書の森」も毎月更新していますのでぜひチェック！
右の２次元バーコードを読み込むことでサイトに直接アクセスできます。
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－道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
問建設課☎６２－1900／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp

集合税（固定資産税・町県民税・国民健康保険税）の第４期納期限

９月３０日（金）【口座振替日 ９月２６日（月）】問税務住民課収納係☎６２－1216

募
令
和
４
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

問�

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯

塚
地
域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
２
２
・
４
８
４
７

募集項目 資格 受付締切 試験期日

防衛医科大
学校（看護）

日本国籍を有する１８歳
から２０歳までの方

１０月 ５日（水）１０月１５日（土）

防衛医科大
学校（医学） １０月１２日（水）１０月２２日（土）

防衛大学校
（一般） １０月２６日（水）１１月 ５日（土）

◉�自衛隊福岡地方協力本部飯塚地域事務所では、説明会を開
催しています。ご都合に合わせて個別説明等も可能です。
詳細はお問い合わせください。

募
公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

 

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、専
門
的
知
識
や
技

能
を
学
ぶ
た
め
、6
か
月
間
の
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼�

訓
練
期
間 

令
和
４
年
11
月
１

日（
火
）か
ら
令
和
５
年
４
月
24

日（
月
）ま
で

▼�
対
象
者 

公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
を
申
込
み
し
て
い
る
方

▼�

募
集
期
間 
令
和
4
年
８
月
29

日（
月
）か
ら
令
和
4
年
10
月
６

日（
木
）ま
で

▼�

申
込
み
先 

住
所
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所

▼�

入
所
選
考 

令
和
４
年
10
月
13

日（
木
）▽
筆
記
お
よ
び
面
接

▼�

結
果
発
表 

令
和
4
年
10
月
18

日（
火
）

知
小
竹
駅
美
化
作
業
の

お
知
ら
せ

 

町
の
玄
関
口
で
あ
る
小
竹
駅
の

美
化
作
業
を
行
い
ま
す
。

▼�

日
時 

９
月
25
日（
日
）▽
10
時

か
ら
1
時
間
程
度

▼
場
所 

小
竹
駅

▼
活
動
内
容 

草
取
り
・
清
掃

問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ト
ル
バ
ン
ブ
ー

☎
０
８
０
・
９
２
４
５
・
７
８
３
７

募
福
岡
県
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修

▼�

日
時 

12
月
10
日

（
土
）、
12
月
17
日

（
土
）、
１
月
７
日

（
土
）、
１
月
21
日（
土
）、
１
月
28

日（
土
）

※
10
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※�

終
了
時
間
は
日
程
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

▼�

会
場 

飯
塚
市
穂
波
交
流
セ
ン

タ
ー

▼�

研
修
内
容 

介
護
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識

▼�

対
象 

介
護
未
経
験
者
の
方（
定

員
50
人
、先
着
順
）

▼�

参
加
費 

無
料

問�

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

福 詳細はこちら

知
筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
２
２

～
お
ど
り
と
食
の
祭
典
～

 

筑
豊
地
域
の
自
慢
の
グ
ル
メ
や

特
産
品
が
大
集
合
す
る
ほ
か
、
踊

り
や
歌
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。来
て
見
て
食
べ

て
、あ
な
た
も
筑
豊
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼�

日
時 

９
月
23
日（
金
・
祝
）▽
11

時
か
ら
16
時
ま
で

▼�

場
所 

天
神
中
央
公
園

問�

福
岡
県
政
策
支
援
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
０

知
福
岡
県
労
働
委
員
会
の

ご
利
用
に
つ
い
て

 

労
使
交
渉
が
進
展
し
な
い
、使
用

者
か
ら
不
当
な
取
り
扱
い
を
受
け

た
等
、労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
労

働
問
題
の
解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ

ん
、不
当
労
働
行
為
救
済
申
し
立
て

は
、福
岡
県
労
働
委
員
会
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

 

従
業
員
の
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、労
働
者

個
人
と
使
用
者
と
の
労
働
問
題
の

相
談
、
あ
っ
せ
ん
は
、
筑
豊
労
働
者

支
援
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問�

福
岡
県
労
働
委
員
会

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
８
０

問�

筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

福岡県労働
委員会はこちら

筑豊労働者支援
事務所はこちら

募
福
岡
県
公
共
職
業
訓
練

施
設
内
訓
練
生
募
集

 

小
竹
・
田
川
高
等
技

術
専
門
校
で
は
、次
の

要
領
で
令
和
５
年
度

施
設
内
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま 詳細はこちら

知
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
に
つ
い
て

 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公

的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

 

現
在
販
売
し
て

い
る
住
宅
も
い
よ

い
よ
残
す
と
こ

ろ
あ
と
１
棟（
６

号
地（
シ
ア
タ
ー

セ
ッ
ト
完
備
・
２

階
建
て
・
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）と
な
り
ま
し

た
。建
物
の
ご
見
学
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、ご

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 

そ
の
他
資
金
計
画
や
注
文
住
宅

の
ご
相
談
も
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
は
お
電

話
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
お
問
い

合
わ
せ
ど
ち
ら
も
受
け
付
け
て
い

知
レ
・
リ
ア
ン
小
竹
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
販
売
中
！

HPアドレス
momota.co.jp

知
小
竹
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

廃
品
回
収
中
止
の
お
知
ら
せ

 

例
年
11
月
に
行
っ
て
い
ま
し
た

小
竹
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
廃
品
回
収

で
す
が
、
児
童
数
が
減
少
し
、
各
地

区
の
地
区
委
員
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、各
地
区

で
廃
品
回
収
用
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が

準
備
で
き
な
い
こ
と
等
の
理
由
か

ら
、本
年
度
よ
り
中
止
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

 

集
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
廃
品

に
つ
い
て
は
、6
月
・
9
月
・
12
月
・

3
月
の
資
源
回
収
を
小
竹
南
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
担
当
し
て
お
り
ま
す

の
で
、そ
の
と
き
に
出
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

 

長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問�

小
竹
南
小
学
校

☎
０
９
４
９
・
６
２
・
０
０
３
３

募
列
車
運
転
士
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す

 

平
成
筑
豊
鉄
道

で
は
、
列
車
運
転
士

を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼�

職
種 

乗
務
員

▼�

採
用
予
定
人
数 

若
干
名

▼�

業
務
内
容 

列
車（
動
力
車
）の

操
縦
に
従
事
し
ま
す
。

▼�

受
験
資
格 

甲
種
内
燃
車
運
転

免
許
を
保
有
さ
れ
て
い
る
方

へいちくネット
はこちら

◉�

老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

 

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
65
歳
以
上
で
あ
る
。

◇�

世
帯
員
全
員
の
請
求
年
度
の
町

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
。

◇�

請
求
年
の
前
年
の
年
金
収
入
額

と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約

88
万
円
以
下
で
あ
る
。

◉�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
者

 

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◇�

前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万

円
以
下
で
あ
る
。

※�

請
求
手
続
き
等
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
４
０
９
２

祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
０

▼�

募
集
期
間 

随
時
募
集

★�

９
月
23
日（
金
）に
ダ
イ
ヤ
改
正

を
実
施
し
ま
す

◇�

伊
田
線
の
朝
時
間
帯
の
運
行
時

刻
を
見
直
し
ま
す
。

◇�

田
川
線
の
日
中
時
間
帯
の
上
下

各
１
本
の
運
転
を
取
り
や
め
ま
す
。

◇�

伊
田
線
の
日
中
時
間
帯
の
運
行

時
刻
が
変
わ
り
ま
す
。

◇�

田
川
線
の
夜
時
間
帯
の
行
橋
～

犀
川
間
上
下
各
１
本
の
運
転
を

取
り
や
め
ま
す
。

問
平
成
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社

☎
０
９
４
７
・
２
２
・
１
０
０
０

す
。

▼�

募
集
期
間 

10
月
７
日（
金
）か

ら
11
月
４
日（
金
）ま
で

▼�

選
考
日 

11
月
15
日（
火
）

▼�

募
集
科

◇�

小
竹
校 

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・

自
動
車
整
備
科
・
機
械
加
工
エ
ン

ジ
ニ
ア
科
・
建
築
科
・
デ
ザ
イ
ン

塗
装
科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

◇�

田
川
校 

電
気
工
事
科
・
自
動
車

整
備
科
・
木
工
家
具
科
・
エ
ク
ス

テ
リ
ア
左
官
科
・
Ｏ
Ａ
事
務
科

※�

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え

付
け
て
い
る「
訓
練
生
募
集
要

項
」ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問�

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
９
・
６
２
・
６
４
４
１

問�

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
７
・
４
４
・
１
６
７
６

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

☎
０
９
４
８
・
２
２
・
４
９
８
８

相
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

 

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県

支
部
筑
豊
分
会
は
、オ
ス
ト
メ
イ
ト

を
対
象
に
、快
適
な
日
常
生
活
を
過

ご
す
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼�

日
時 

10
月
９
日（
日
）▽
13
時

か
ら
2
時
間
程
度

▼�

場
所 

サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
飯
塚

研
修
室（
飯
塚
市
柏
の
森
９
５
６

―

４
）

相
行
政
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

 

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情

や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼�

日
時 

10
月
３
日（
月
）▽
10
時

か
ら
15
時
ま
で

▼�

場
所 

小
竹
町
役
場
別
館
２
階

多
目
的
室

▼�
担
当
者 

行
政
相
談
委
員 

村

上
浩
一

▼�

相
談
内
容 

国
な
ど
の
行
政
機

関
の
業
務
に
関
す
る
こ
と

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問�

小
竹
町
役
場
企
画
調
整
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係

☎
０
９
４
９･

６
２･

１
２
１
４

▼�

対
象
者 

人
工
肛
門
や
人
工

膀ぼ
う
こ
う胱
を
持
つ
本
人（
オ
ス
ト
メ
イ

ト
）と
そ
の
家
族
・
医
療
関
係
者
・

介
護
関
係
者
等

▼�

テ
ー
マ 

福
祉
制
度
と
障
が
い

者
手
帳
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

等
▼�

参
加
費 

無
料

▼�

事
前
申
込
み 

不
要

問�

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県

支
部

☎
０
８
０
・
１
２
１
５
・
１
０
２
１

「
相
談
」「
募
集
」「
お
知
ら
せ
」
な

ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

i
暮
ら
し
の

情
報

相
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

▼�

日
時 

９
月
９
日（
金
）・
９
月
22

日（
木
）▽
８
時
30
分
か
ら
13
時

ま
で
受
付
、13
時
開
始

▼�

場
所 

小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

問
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
４
９･

６
２･

２
０
２
８

相
く
ら
し
・
行
政
困
り
ご
と

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

九
州
管
区
行
政
評
価
局
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
行
政
機
関
が
参
加
す
る

「
く
ら
し
・
行
政
困
り
ご
と
相
談
所
」

を
開
設
し
、登
記
、税
、年
金
等
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼�

日
時 

10
月
12
日（
水
）▽
13
時

か
ら
16
時
ま
で

▼�

予
約
受
付
期
間 

10
月
3
日

（
月
）か
ら
10
月
7
日（
金
）ま
で

▽
9
時
か
ら
17
時
ま
で

▼�

場
所
 
飯
塚
市
役
所
1
階
多
目

的
ホ
ー
ル

問�

九
州
管
区
行
政
評
価
局
行
政
相

相
談
課

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
２

ま
す
。み
な
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼�
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●支援窓口
 役場１階税務住民課住民係（①番窓口）
●開設時間
 月曜日から金曜日までの９時から
１６時まで
※土日祝日、年末年始は除きます。
※木曜日は１９時までです。

ちょっと待って！悪質商法かも！？ 一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター ☎０９４９-２５-２１６２
～メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！～

防災メール「まもるくん」 https://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

広報こたけ・ホームページに
広告を掲載しませんか？

広報こたけ 料金
規
格
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円
上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円
町ホームページ 料金
規
格上下６０ピクセル×左右２１０ピクセル ３，０００円

問企画調整課企画係☎６２－１２１４

広広告告募集集

町立病院事務局町立病院事務局
☎６２－０２８２

町立病院
✿

伝言板

■夜間および時間外の救急診療を行いまます■診察時間
 月～金曜日 ９時～１７時１５分

 土曜日   ９時～１２時３０分

■■時間外診察時間外診察
  当直医が診察します。当直医が診察します。

※�発熱、せきなどの症状がある場合は、※�発熱、せきなどの症状がある場合は、
１４時からの受診をお願１４時からの受診をお願いします。いします。

【９月】２日（金）内科：町立病院 外科：【９月】２日（金）内科：町立病院 外科：社会保険直方病院

    ６日（火）内科：町立病院 外科：    ６日（火）内科：町立病院 外科：社会保険直方病院

   １０日（土）内科：町立病院 外科：   １０日（土）内科：町立病院 外科：西尾病院

   １４日（水）内科：町立病院 外科：   １４日（水）内科：町立病院 外科：福岡ゆたか中央病院福岡ゆたか中央病院

   １９日（月）内科：町立病院 外科：   １９日（月）内科：町立病院 外科：社会保険直方病院

   ２４日（土）内科：町立病院 外科：   ２４日（土）内科：町立病院 外科：西尾病院

      ２８日（水）内科：町立病院 外科：福岡ゆたか中央病院２８日（水）内科：町立病院 外科：福岡ゆたか中央病院

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署☎０９４９−２２−０１１０ https://www.police.pref.fukuoka.jp

■管内街頭犯罪発生状況
７月中 ７月末まで
件数 件数 前年比

刑法犯総数 55件 373件 ＋ 11件
住居対象侵入窃盗 3件 22件 － 8件
自転車盗難 8件 38件 ＋ 6件

人の動き  ７月末現在
garbage and refuse-derived fuelpopulat ion a traffic accident

ごみの量  ７月末現在 交通事故の発生件数
      月末現在：（ ）は前年同月比

７月中 ７月末累計
発生件数 0 件（－ 3 ） 9 件（－ 4 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 0 人（－ 7 ）10 人（－ 10 ）

■人 口 7,218人

男性 3,490 人 女性 3,728 人

出生 1 人 死亡 9 人

転入 35 人 転出 33 人

■世帯数 3,848世帯

144,760kg（前月比 ＋5,590kg）

 ごみの減量と資源回収に
    ご協力をお願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団
体のみなさんが回収（月1回）しています。
▶回収日 ９月１８日（日）
     ９時から１２時まで
▶回収場所 旧役場前

★準備するもの
①マイナンバーカード
②�マイナンバーカードの申請時または受取時にご自身で設定
した数字４桁のパスワード

※�マイナンバーカード読み取り機能付きのスマートフォンやパ
ソコン（公的個人認証サービス対応のＩＣカードリーダライタ
も必要）をお持ちの人は、ご自身で手続できます。
★来庁する前の２つのお願い
①�キャッシュレス決済サービスを決めて、アプリをダウンロー
ドする。
②�希望するキャッシュレス決済サービスの詳細を確認する。

マイナポイントの予約・申込みが難しい方を
対象に、支援窓口を開設しています！

１０１０（土）、（土）、２４２４（土）（土）
『『産直朝市産直朝市』』を開催します！を開催します！

こたけ創造舎 ９月イベントのお知らせ ※８月１８日時点

《イベントの申込み先・お問い合わせ》《イベントの申込み先・お問い合わせ》こたけ創造舎▶☎０８０こたけ創造舎▶☎０８０－－９２４５９２４５－－７８３７７８３７

▷和服でお茶会       ▷写真教室
 ４日（日）、２６日（月）   １０日（土）
▷洋裁教室
 ７日（水）、１４日（水）、２１日（水）、２８日（水）
▷ハンドメイドイベント彩りアーティストで愛展
 １１日（日）

※�利用者のみなさまには、新型コロナ
ウイルス感染防止対策にご協力をお
願いします。
※�新型コロナウイルス感染症等の状況
により、開館時間等につきましては
変更もしくは休館となる場合もあり
ます。
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これからの暮らしに、手放せない一枚！

マイナンバーと本人確認書類が
同時に必要な場面も、これ１枚でOK！
他にもライブ会場の入場や会員登録など
幅広く使えます！

本人確認書類として使える！
本人が同意すれば、
全国どこにいても、医療機関や
薬局で過去の服薬履歴や
特定健診情報などが確認できます。

健康保険証としても使える！

公金受取口座を登録することで、
年金や児童手当など、今後申請をするときに、
口座情報の記入や通帳の写しなどを
提出する必要がなくなります。

給付金の受け取りがスマートに！

確定申告（e-Tax）をはじめ、
子育てなどに関する手続きも
オンライン申請で便利に行えます。

オンラインで
行政手続きができる！

日本国内用と海外用の接種証明書を
スマートフォンアプリで取得でき、
アプリを起動すればいつでも表示できます。

新型コロナワクチン接種証明書が
スマートフォンアプリで発行できる！ ご自身の情報の確認や

オンライン申請ができる
自分専用サイト「マイナポータル」が
使えるようになります。

便利な「マイナポータル」が使える！

※カードを既に取得した方のうち、マイナポイント第１弾の未申込者も含まれます。
 詳細はマイナポイント事業のホームページにて順次お知らせします。

詳しい申込み方法などはこちら→

※１

※２ ※３

※２ ※３

※１ 対応する医療機関・薬局は順次拡大していきます。  ※２ 市区町村によってサービスが異なります。
※３ マイナンバーカード読み取りに対応しているスマートフォンまたは ICカードリーダーとパソコンが必要です。

マイナポイント第２弾対象のマイナンバーカードの申請期限は、９月末までとなりますのでお早めに！
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小竹町地域づくり事業補助金小竹町地域づくり事業補助金

問問地域子育て支援センター地域子育て支援センター
☎６２☎６２－－０１８７０１８７

令和４年度令和４年度
  後期の予定です！  後期の予定です！

小竹こども園と小竹こども園と
地域子育て支援センター地域子育て支援センター
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■防災行政無線の放送が聞き取りにくいときは…
     フリーダイヤルで内容を確認できます。
     ☎０１２０－６１０－４１０

■小竹町公式 LINE
     イベント情報や災害情報など、
     小竹町の最新情報をお届けします。
     ぜひチェックしてみてください！

小竹町
公式
LINE

＜編集・発行＞小竹町役場企画調整課企画係
〒８２０－１１９２
福岡県鞍手郡小竹町大字勝野３１６７番地１
TEL…０９４９－６２－１２１４
FAX…０９４９－６２－１１４０
E－mail…kouhou@town.kotake.lg.jp
URL…https://town.kotake.lg.jp
＜印刷＞株式会社ペイジ

小竹町
ホームページ

友だち募集中！
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

たけのこ
情報

日時 行事予定 予約受付期間
１０月２５日（火）
１０：３０～
１１：３０

★ミニミニうんどうかい
 親子で体を動かして、ミニミニうんどうかいごっ
こを楽しみましょう！

１０月 ４日（火）
   ～
１０月１８日（火）

１１月２９日（火）
１０：３０～
１１：３０

★おはなしコンサート
 講師 加護ひかりさん、一丸一葉さん
    深堀朋子さん
 親子参加型コンサートを一緒に楽しみましょう！

１１月 ８日（火）
   ～
１１月２２日（火）

１２月１３日（火）
１０：３０～
１１：３０

★クリスマス会＆クリスマス製作
 クリスマスの飾り作りをして、クリスマスパー
ティーを楽しみましょう！
※プレゼント・材料代（２００円）がかかります。

１１月２２日（火）
   ～
１２月 ６日（火）

 １月１７日（火）
１０：３０～
１１：３０

★はじめての草木染め
 身近な植物を使って、自然の優しい色の草木染め
を親子で楽しみましょう！

１２月２０日（火）
   ～
 １月１０日（火）

 ２月２０日（月）
１０：３０～
１１：３０

★講演『おとなのおはなし会』
 講師 加護ひかりさん、ココペリーナさん
    深堀朋子さん
 毎日育児に家事に頑張っている保護者のみなさ
ん、音楽と語りで癒やしの時間を過ごしてみません
か？毎年大好評の講演です。
※�託児を利用される方は、予約時に申し込んでくだ
さい。

 １月３０日（月）
   ～
 ２月１３日（月）

 ３月 １日（水）
１０：３０～
１１：３０

★親子ヨガでリフレッシュ！
 講師 田島初美さん
 親子で体を動かして、ヨガを楽しみましょう！

 ２月１４日（火）
   ～
 ２月２８日（火）

 ３月１４日（火）
１０：３０～
１１：３０

★お別れ会
 みんなで１年間の成長を振り返りましょう！

 ２月２１日（火）
   ～
 ３月 ７日（火）

※�新型コロナウイルス感染症の※�新型コロナウイルス感染症の
状況によっては、変更となる可状況によっては、変更となる可
能性がありますので、ご理解、能性がありますので、ご理解、
ご了承のほどお願いします。ご了承のほどお願いします。
※�詳細は、町ホームページをご※�詳細は、町ホームページをご
覧ください。覧ください。

小竹町地域づくり事業補助金
を活用して、いろいろな活動に
取り組んでいます！

 勝野２区自治会では、草場城址の整備を行いま
した。自治会のみなさんと業者さんが協力し、通
路の伐採や造成、整地を行い、草場城址に残る祠
や石碑のある広場に行き来ができるようになりま
した。また、訪れた方が休憩し、コミュニケーショ
ンがとれるよう休憩所も設置しました。

 兵丹区自治会では、「緑あふれるふるさとづくり」
をテーマに活動に取り組んでいます。
 ７月７日（木）、地域の子どもたちと有志が公民
館に集まり、補助金を活用して整備した真新しい
ブランコのお披露目会とあわせて、今後の環境づ
くり計画の打ち合わせを行いました。

勝野２区自治会勝野２区自治会

記事・写真提供▶勝野２区自治会記事・写真提供▶勝野２区自治会 記事・写真提供▶兵丹区自治会記事・写真提供▶兵丹区自治会

兵丹区自治会兵丹区自治会

小竹町地域づくり事業補助金小竹町地域づくり事業補助金とは？
 地域コミュニティの活性化および特色あるまちづくり
の推進を目的として、自治会に交付される補助金です。


